
（別紙様式１） 
 

平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

 

学 校 名 高山市立北小学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月２６日（水） 

実 施 概 要 長寿会の指導による、児童及び保護者が共同で行う花餅づくり 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   ■歴史   ■文化   □産業   □その他 

 公開の方法 
  ■授業公開 □成果発表 ■交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者 約 １００ 人 
計 約 １３６ 人 

地域関係者    ３６ 人 

 

実 施 状 況 

＜事前準備＞ 

・高山市北小校区の長寿や会の方が、花餅の台となる白樺の切り株や枝を
事前に準備をした。 

＜花餅づくり当日及び事後＞ 

・花餅づくりの当日午前中、長寿会の男性の方が、台座に枝をつける作業
をした。女性は、餅を細長く切り、枝に巻きつきやすいようにした。 

・お昼は、児童と長寿会の方が一緒になって給食を食べ、昔の生活につい
て質問したり、お年寄りの話を聞いたりする時間をとった。 

・午後からは、３年生児童（１０７名）が、５～６名のグループに分かれ、
そこに保護者も入り、長寿会の方の指導のもと、飛騨の正月文化である
花餅づくりを行った。 

・児童からは、お礼の合唱を披露し、その後お礼状を送った。 

・完成した花餅は、校内の各教室に飾るとともに、総合的な学習の時間で
お世話になった方にプレゼントした。 

 

成果及び課題 

＜成果＞ 

・今では、花餅づくりを行うことが少なくなった家庭が多い中、長寿会の
方の指導による飛騨の伝統文化を体験することができ、貴重な体験とな
った。また、地域のお年寄りから昔の生活や現代との違いについて、お
話を聞くことができ、良い交流となった。 

・長寿会の方の感想「昨年もこの会に参加した。子どもたちが優しく、い
っぱい話しかけてくれて、楽しった。」 

・保護者の方の感想「今では家で作らなくなった花餅だが、こうやって長
寿会の方に準備してもらって子どもと一緒に体験できる。楽しかった。」 

＜課題＞ 

・花餅を教える長寿会の方が少なくなっている。花餅の土台となる株や枝
の準備等、負担となることも多い。今後の実施方法については、検討し
ていく必要がある。 

 

 

 

 

 


